
再評価結果（平成１７年度事業継続箇所）

担 当 課：国道・防災課

担当課長名：鈴木 克宗

事業名 事業 事業 国土交通省

一般国道２２０号新城拡幅 区分 一般国道 主体 九州地方整備局
しんじょうかくふく

起終点 自：鹿児島県垂水市新 城 延長
たるみず しんじょう

至：鹿児島県垂水市柊 原 ５．８km
たるみず くぬきばる

事業概要

一般国道２２０号は、宮崎市～国分市に至る延長約１８６ｋｍの主要幹線道路である。新城拡幅は、交

通量が多いにも係らず道路が狭く、歩道が整備されてない現状であることから道路の拡幅及び歩道設置を

行う事業である。

Ｓ５８年度事業化 Ｓ６１年度都市計画決定 Ｓ６０年度用地着手 Ｓ６２年度工事着手

全体事業費 １７０億円 事業進捗率 ６９％ 供用済延長 ３．８km

計画交通量 １２，６００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 １．３ ４４/２０７億円 ７１/２６３ 億円 平成１６年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 62/ 244億円事 業 費：36/177

億円 走行費用減少便益： 7/ 15億円(残事業) １．６ 維持管理費： 8/ 30

交通事故減少便益： 2/ 4億円

事業の効果等

・物流効率化の支援（農林水産品のトラック集積・出荷等、流通の向上）

・国土、地域ネットワークの構築（生活中心都市間（鹿児島市～鹿屋市）の連絡強化） 他４項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

一般国道２２０号は、大隅地域における産業・文化等の飛躍的発展を目指し道路整備について積極的要

、 、 。望を受けており 大隅地域２市１７町で構成される大隅総合開発期成会 外５団体より要望を受けている

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

年々増える交通量に伴い歩行者における地元住民及び通学生の安全の確保が急務となっている。

事業の進捗状況、残事業の内容等

現道拡幅及び住宅密集地であることから、事業に長期間を要したが、平成１５年度末で３．８ｋｍの供

用している。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

今後も用地取得、工事促進し平成１７年度までに宮脇地区、柊原地区の１ｋｍ供用予定である。

施設の構造や工法の変更等

新技術・新工法の活用、建設副産物対策によりコスト縮減を図っている。

対応方針

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。




